
第８期介護保険料試算表
（円）

標準給付費見込額（A） 29,566,721,531

地域支援事業費（B） 1,293,402,702

第１号被保険者負担分相当額〔（A+B）×２３％〕（C） 7,097,828,574

調整交付金相当額① 1,514,868,612

調整交付金見込額② 1,944,684,000

調整交付金相当額との差額〔①-②〕（D） -429,815,388

市町村特別給付費等（E） 89,963,000 介護用品等の購入費補助

保険者機能強化推進交付金等の交付見込額（F） 63,000,000

保険料収納必要額〔（C）+（D）+（E）-（F）〕（G） 6,694,976,186

介護給付費準備基金取崩額（H） 65,000,000

基金取崩後の保険料収納必要額〔（G）-（H）〕（I） 6,629,976,186

÷

予定保険料収納率（J） 98.0%

÷
（人）

弾力化をした場合の所得段階別加入割合補正後被保険者数（K） 86,412

≒
（円）

介護保険料（年額）〔（I）÷（J）÷（K）〕 78,291

介護保険料（月額） 6,524

第7期保険料（月額） 6,524

第7期保険料（月額）との差額 0

第7期保険料に対する伸び率（％） 0.0 ％

国の基準で算定すると①の額と
なるが、伊賀市は後期高齢者と
低所得者の割合が高いため、
調整交付金が国の基準より多
く、保険料が軽減される。


